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We

build
strong

kids,strong
families,

strong
communities.

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、た

く
ま
し
い
子
ど

も
た
ち
、家

族
の

強
い
絆
、支

え
あ
う
地
域
社

会
を
築
き
ま

す
。
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東京ＹＭＣＡの使命

東京ＹＭＣＡは、イエス・キリストによって
示された愛と奉仕の精神にもとづいて、青少
年の精神、知性、身体の全人的成長を願い、
地域社会に奉仕し、公正で平和な世界をつく
るための運動を展開する。
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星
野
正
興
牧
師

（
日
本
基
督
教

団
・
松
崎
教

会
）
が
、
今
年

１
月
に
東
山
荘

で
開
催
さ
れ
た

第
60
回
「
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
農
村
青
年

塾
」
報
告
紙
の

コ
ラ
ム
に
、
「
忘
れ
て
い
い
こ

と
と
、
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
こ
と

が
あ
る
。
前
者
は
人
に
善
行
を

積
ん
だ
こ
と
、
ま
た
後
者
は
ひ

と
の
痛
み
と
悲
し
み
で
あ
ろ
う

か
」
と
書
い
て
い
る
。
そ
し

て
、
「
大
震
災
が
お
き
た
直
後

は
、
ど
こ
で
も
震
災
募
金
を
し

て
・
・
・
そ
の
殆
ど
が
一
～
二

ヶ
月
で
消
え
た
」
と
書
き
加
え

て
い
る
▼
東
京
・
町
田
の
小
さ

な
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
も
大
き
な
夢
が

あ
る
。
『
揚
が
れ
！
希
望
の

凧
』
。
名
古
屋
グ
ラ
ン
パ
ス
ワ

イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
奈
良
昭

彦
氏
が
提
唱
し
た
『
３
・
11

揚
が
れ
！
希
望
の
凧
』
を
、
全

国
10
数
カ
所
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
・
ワ

イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
呼
応
し

て
い
る
。
町
田
で
も
近
隣
の
大

人
た
ち
・
子
ど
も
た
ち
に
呼
び

か
け
て
、
一
昨
年
か
ら
、
３
・

11
直
前
の
休
日
に
『
希
望
』
と

大
書
き
し
た
手
作
り
凧
を
一
緒

に
揚
げ
て
、
復
興
へ
の
希
望
を

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
味
わ
っ

て
い
る
。
参
加
者
は
最
初
52
名

で
、
２
年
目
に
は
60
名
に
及
ん

だ
が
、
３
回
目
の
今
年
は
、
20

名
だ
け
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

星
野
牧
師
が
書
か
れ
た
よ
う

に
、
地
域
で
の
関
心
は
、
衰
退

し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
か
？
▼

な
ら
ば
、
な
お
、
私
た
ち
に

は
、
あ
の
被
災
家
族
の
皆
様
が

背
負
っ
て
お
ら
れ
る
「
痛
み
・

悲
し
み
」
を
、
私
た
ち
は
忘
れ

ま
せ
ん
と
、
未
来
を
託
す
子
ど

も
た
ち
に
今
、
し
っ
か
り
と
伝

え
て
い
く
努
め
が
あ
る
の
だ

と
、
切
実
に
考
え
さ
せ
ら
れ
て

い
る
。
（
東
京
・
町
田
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ

後
藤
邦
夫
）

赤 三角

ウ
ク
ラ
イ
ナ
高
校
生
と

心
の
交
流

詩
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
交
換

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
２
０
０
２
年
か
ら
、
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
や

絵
画
の
交
換
に
よ
る
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。
今
年
２
月
、
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
（
Ｔ
Ｙ
Ｉ
Ｓ
）
の
生
徒
た
ち
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
近
隣
の
高
校
生

タ

イ

ア

ス

と
、
〝
文
通
〟
な
ら
ぬ
〝
動
画
の
交
換
〟
を
開
始
。
「
詩
の
朗
読
」
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を

送
り
合
い
、
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

相
手
国
の
詩
を
朗
読

2
月
、
首
都
キ
エ
フ
の
高
校

か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
を

と
お
し
て
、
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と

交
流
し
た
い
と
連
絡
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
高
校
で
は
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
に
お
け
る
国
民
的
詩
人

タ
ラ
ス
・
シ
ェ
フ
チ
ェ
ン
コ
の

生
誕
２
０
０
年
を
記
念
し
て
、

詩
の
朗
読
に
よ
る
交
流
を
企

画
。
シ
ェ
フ
チ
ェ
ン
コ
の
詩
を

世
界
の
人
た
ち
に
も
朗
読
し
て

も
ら
い
、
ま
た
相
手
国
の
詩
も

朗
読
す
る
と
い
っ
た
内
容
で
、

Ｔ
Ｙ
Ｉ
Ｓ
の
小
学
６
年
生
ク
ラ

ス
が
こ
れ
に
応
じ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

タ
ラ
ス
・
シ
ェ
フ
チ
ェ
ン
コ

（
１
８
１
４
～
１
８
６
１
年
）

は
、
帝
政
ロ
シ
ア
時
代
に
ウ
ク

ラ
イ
ナ
独
立
運
動
に
関
わ
っ
た

詩
人
で
、
今
も
学
校
で
は
こ
の

詩
を
子
ど
も
た
ち
に
暗
唱
さ
せ

て
い
る
と
の
こ
と
。
３
月
９
日

の
生
誕
２
０
０
年
記
念
に
向
け

て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
各
地
で
朗
読

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

送
ら
れ
て
き
た
動
画
は
、
荘

厳
な
バ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
が

流
れ
、
画
面
背
景
も
豪
華
に
デ

コ
レ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
て
お
り
、

高
校
生
た
ち
は
ま
る
で
舞
台
俳

優
の
よ
う
に
感
情
を
こ
め
て
朗

読
。
シ
ェ
フ
チ
ェ
ン
コ
の
紹
介

映
像
な
ど
も
盛
り
込
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

「
・
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
行
け

わ
た
し
の
子
ど
も
た
ち
！
・
・

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は

誠
実
な

こ
こ
ろ
と
／
や
さ
し
い
こ
と
ば

に

出
会
う
だ
ろ
う
／
・
・

・
」詩

を
受
け
取
っ
た
Ｔ
Ｙ
Ｉ
Ｓ

の
子
ど
も
た
ち
は
、
「
と
て
も

深
刻
な
雰
囲
気
で
、
最
初
は
よ

く
わ
か
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

よ
く
読
む
う
ち
に
、
深
い
感
情

が
伝
わ
っ
て
き
た
」
と
か
。
ロ

シ
ア
語
の
分
か
る
生
徒
が
皆
に

発
音
を
指
導
し
て
何
時
間
も
練

習
。
英
語
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
で

朗
読
し
、
そ
の
練
習
風
景
も
合

わ
せ
て
動
画
に
収
め
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
の
代
表
的
な
詩

の
一
つ
と
し
て
、
金
子
み
す
ず

の
「
わ
た
し
と
小
鳥
と
鈴
と
」

を
日
本
語
と
英
語
で
朗
読
し
て

送
っ
た
と
こ
ろ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

か
ら
は
「
全
校
集
会
で
鑑
賞
し

た
」
と
の
こ
と
。
彼
ら
も
ま
た

日
本
語
と
英
語
で
こ
の
詩
を
練

習
し
、
手
振
り
ま
で
つ
け
た
動

画
を
送
っ
て
き
ま
し
た
。

緊
迫
す
る
状
況
下
で

こ
の
交
流
の
最
中
に
、
国
内

の
緊
張
が
高
ま
り
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
関
係
者
の
中
で

も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー

１
人
が
亡
く
な
り
、
１
人
が
重

傷
を
負
う
事
態
が
起
き
ま
し

た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の

ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
セ
ル
ブ
ロ
フ
総

主
事
は
「
こ
の
平
和
な
時
代
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
真
ん
中
で
、
デ

モ
に
参
加
し
た
多
数
の
人
が
殺

さ
れ
る
と
は
、
ま
っ
た
く
予
想

し
て
い
な
か
っ
た
。
次
に
何
が

起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
、
さ
ら

に
死
傷
者
が
出
る
か
も
し
れ
な

い
と
い
う
、
言
葉
で
は
言
い
表

せ
な
い
不
安
の
中
で
、
人
間
の

尊
厳
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
て
い

ま
す
」
と
「
世
界
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
同

盟
ニ
ュ
ー
ス
（
2
月
26
日
付
」

に
投
稿
さ
れ
ま
し
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
高
校
生
か
ら

も
Ｔ
Ｙ
Ｉ
Ｓ
に
、
「
す
ご
く
緊

張
し
た
状
態
」
「
国
が
分
断
さ

れ
る
の
は
い
や
だ
」
と
い
っ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
ま
し
た
。

Ｔ
Ｙ
Ｉ
Ｓ
の
生
徒
た
ち
は
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
な
ぜ
こ
ん
な
こ

と
に
な
っ
た
の
か
、
担
任
の
ジ

ェ
ー
ム
ズ
・
ラ
ラ
先
生
と
共

に
、
そ
の
歴
史
、
経
済
な
ど
を

さ
ま
ざ
ま
な
点
か
ら
調
べ
ま
し

た
。
ま
た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
内

の
ニ
ュ
ー
ス
や
日
本
、
諸
外
国

の
ニ
ュ
ー
ス
を
比
較
し
て
み
る

と
、
国
に
よ
っ
て
情
報
が
大
き

く
違
う
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。

「
家
族
が
危
険
な
目
に
遭
う

か
も
し
れ
な
い
よ
う
な
不
安
の

中
で
暮
ら
し
て
い
る
子
ど
も
た

ち
に
、
何
か
し
て
あ
げ
た
い
。

昨
年
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
台
風
の

時
は
、
私
た
ち
は
街
頭
募
金
を

し
て
お
金
を
送
っ
た
け
れ
ど

も
、
今
回
は
ふ
つ
う
の
、
古
く

か
ら
の
友
達
み
た
い
に
励
ま
す

こ
と
に
し
た
」
と
生
徒
た
ち
。

皆
で
相
談
し
、
家
族
の
紹
介
や

趣
味
の
話
、
平
和
へ
の
願
い
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
交
換
を
続
け
て
い
ま
す
。

← エルマー＠ウクライナへ

こんにちは。ぼくも君と同じ意見です。ウクライ

ナの問題は世界中のトップニュースだと思いま

す。デモをしていたたくさんの人が亡くなりまし

た。ぼくが一番伝えたいことは、暴力ではうまく

解決できない、ということ。話し合いによって、

この問題が早く解決され、ウクライナに平和がく

るように願っています。（リュータロー＠東京）

ナタリア（＠ウクライナ）より
ウクライナでは混乱が続いています。私
たちは国が分断されることを望んではい
ません。インターネット上にはデタラメ
なニュースもたくさんあります。それら
を信じないでください・・

ダニエル（＠ウクライナ）へ
デモをしていた人がたくさん殺されてしまうなんて、本当に驚きました。
私は、たくさんの間違った情報があることも知りました。メディアは、ちゃんとウクライナの人の意見も取材して、正しいニュースを流すべきだと思います。正しい情報は、問題の解決に必要です。早く混乱が収まるように願っています。

（エリカ＠東京より）

← マーシャ（＠ウクライナ）へ。

・・私もあなたの意見に賛成です。ウクライナは

今、チョウがサナギから羽化するような、準備の

時期だと思います。ウクライナには、より良い未

来を作っていく大きなエネルギーがあると信じて

います。

・・みなさんのような人たちが次代の力強いリー

ダーになって、良心と責任感で、良き時代が作ら

れると信じています。
（ジヘ＠東京より）

ウ
ク
ラ
イ
ナ
Ｙ
と
の
交
流
は
02
年
か
ら

ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
が
交
流
を
始
め
た
の
は
２
０

０
２
年
。
「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

原
発
事
故
か
ら
15
年
と
い
う
節

目
に
、
原
因
こ
そ
異
な
る
が
被

爆
国
で
あ
る
日
本
と
交
流
し
た

い
」
と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
問
い
合
わ

せ
が
あ
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
し
た
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
は

キ
エ
フ
州
の
北
部
に
位
置
し
、

１
９
８
６
年
、
旧
ソ
ビ
エ
ト
連

邦
下
で
事
故
が
起
き
ま
し
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
ス
タ

ッ
フ
の
中
に
は
、
事
故
以
来
ず

っ
と
定
期
検
査
を
受
け
て
い
る

人
も
お
り
、
関
心
が
高
い
と
い

う
背
景
が
あ
り
ま
し
た
。
２
０

０
４
年
に
は
、
両
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の

青
少
年
に
よ
っ
て
「
平
和
と
生

命
」
を
テ
ー
マ
に
絵
画
コ
ン
テ

ス
ト
を
開
催
。
東
陽
町
セ
ン
タ

ー
で
も
展
示
し
ま
し
た
。
２
０

０
６
年
に
は
、
ピ
ー
ス
・
ス
タ

デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
を
行
い
、
東
京

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
か
ら
３
人
が
ウ
ク
ラ

イ
ナ
を
訪
問
。
キ
エ
フ
に
あ
る

戦
争
博
物
館
や
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
博
物
館
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
現

在
、
国
内
に
23
カ
所
の
拠
点
を

も
ち
、
付
近
の
小
中
高
校
や
障

害
者
施
設
な
ど
に
出
向
い
て
、

キ
ャ
ン
プ
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
、

平
和
教
育
、
エ
イ
ズ
教
育
な

ど
、
青
少
年
の
た
め
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
行
っ
て
い
ま
す
。
基
本

的
に
自
前
の
建
物
は
持
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
行
政
と
の
協
働
プ

ロ
グ
ラ
ム
な
ど
も
多
数
実
施
し

て
い
る
と
の
こ
と
。
日
本
へ
の

関
心
も
高
く
、
生
け
花
や
空

手
、
合
気
道
な
ど
も
盛
ん
で

す
。ウ

ク
ラ
イ
ナ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

語
と
英
語
の
２
カ
国
語
で
作
ら

れ
て
お
り
、
活
動
写
真
な
ど
も

多
数
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

h
t
t
p
:
/
/
y
m
c
a
.
o
r
g
.
u
a
/

e
n
/

エルマー（＠ウクライナ）より
ウクライナは史上最大の困難に直面していま
す。この国の政治に不満をもったウクライナ
の人々は、キエフに集まって民主的なデモを
しました。けれども大統領や大臣たちがその
デモを鎮圧し、１００人以上の人が亡くなり
ました。こんなに恐ろしいことはありませ
ん。・・・

ウクライナと東京ＹＭＣＡの子どもたちが交換した動画メッ
セージ。イラストや音楽入りできれいに製作されています。

↑
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
高
校
生
（
＝

写
真
左
）
と
、
Ｔ
Ｙ
Ｉ
Ｓ
の
６

年
生
（
同
右
）



東 京 Ｙ Ｍ Ｃ Ａ ( 2 )２０１４年５月１０日 第715号

第
24
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル

フ
大
会
を
４
月
10
日
、
千
葉
県

成
田
市
の
レ
イ
ク
ウ
ッ
ド
総
成

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
開
催

し
た
。
当
日
は
幸
い
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
桜
も
都
内
よ
り
は
開

花
が
１
週
間
遅
か
っ
た
せ
い
か

ま
だ
花
見
も
楽
し
め
る
中
、
最

高
齢
86
歳
の
方
を
含
む
１
１
２

名
が
参
加
し
、
無
事
競
技
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。
今
年
は
２

～
３
月
の
大
雪
の
影
響
な
ど
に

よ
り
多
く
の
ゴ
ル
フ
場
が
閉
鎖

し
た
た
め
か
、
募
集
開
始
当
初

は
例
年
よ
り
参
加
申
し
込
み
が

少
な
く
心
配
を
し
た
が
、
事
務

局
や
実
行
委
員
が
各
地
区
セ
ン

タ
ー
、
知
人
・
友
人
へ
再
度
の

ア
ピ
ー
ル
を
し
、
最
終
的
に
は

昨
年
を
上
回
る
参
加
を
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
た
。

プ
レ
ー
後
の
表
彰
式
は
実
行

委
員
の
浅
見
隆
夫
さ
ん
の
ユ
ー

モ
ア
溢
れ
た
司
会
に
よ
り
進
め

ら
れ
、
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス

ン
な
ど
大
会
運
営
に
協
力
く
だ

さ
っ
た
ゴ
ル
フ
場
に
感
謝
状
の

贈
呈
、
廣
田
光
司
総
主
事
に
今

大
会
の
チ
ャ
リ
テ
イ
ー
目
録
の

贈
呈
等
を
行
っ
た
。
賞
品
の
授

与
は
、
「
な
る
べ
く
多
く
の
方

に
お
渡
し
し
た
い
」
と
い
う
主

旨
の
も
と
に
通
常
の
賞
以
外
に

も
特
別
賞
と
し
て
、
当
日
賞
、

大
会
記
念
賞
、
遠
方
参
加
賞
、

最
長
老
賞
等
を
設
け
た
。
最
後

に
、
昨
年
に
引
き
続
き
参
加
さ

れ
た
女
優
・
タ
レ
ン
ト
の
服
部

真
湖
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て

「
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
」
で
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
。

第
24
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

桜
の
下
で
112
人
プ
レ
ー

益
金
56
万
円

な
お
、
大
会
の
収
益
金
約
56

万
円
は
、
不
登
校
児
支
援
、
フ

レ
ン
ド
シ
ッ
プ
フ
ァ
ン
ド
、
障

が
い
児
支
援
、
国
際
協
力
募

金
、
東
日
本
大
震
災
被
災
者
支

援
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
。

今
回
、
年
度
初
め
の
多
忙
の

中
、
主
旨
に
賛
同
い
た
だ
き
、

参
加
く
だ
さ
っ
た
皆
様
を
は
じ

め
素
晴
ら
し
い
賞
品
を
提
供
い

た
だ
い
た
多
く
の
協
賛
団
体
・

企
業
・
個
人
お
よ
び
ワ
イ
ズ
メ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
方
々
に
心
よ
り

感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

（
大
会
実
行
委
員
長柿

沼
敬
喜
）

高
石
と
も
や
さ
ん

コ
ン
サ
ー
ト

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
奨
学
基
金
へ
18
回
目

4
月
29
日
、
「
高
石
と
も
や

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
奨
学
基
金
コ

ン
サ
ー
ト
」
が
、
日
本
キ
リ
ス

ト
教
団
浅
草
教
会
で
行
わ
れ
、

約
１
０
０
人
の
参
加
が
あ
っ

た
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
故

江
幡
玲
子
先
生
（
思
春
期
問
題

研
究
所
）
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に

よ
り
、
神
田
の
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

チ
ャ
ペ
ル
で
１
９
９
７
年
に
ス

タ
ー
ト
し
、
今
年
で
第
18
回
目

を
迎
え
た
。
益
金
は
毎
年
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
た
め

に
い
た
だ
い
て
い
る
。

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
２
月
に

亡
く
な
っ
た
ピ
ー
ト
・
シ
ー
ガ

ー
さ
ん
の
反
戦
の
歌
『
花
は
ど

こ
へ
行
っ
た
』
ほ
か
、
『
舞
い

降
り
た
天
使
』
な
ど
、
社
会
に

対
す
る
ア
ピ
ー
ル
、
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
歌
に
込
め
て
唄
っ
て
き
た

70
年
代
の
様
子
を
臨
場
感
い
っ

ぱ
い
に
紹
介
さ
れ
、
会
場
は
時

間
を
忘
れ
て
高
石
さ
ん
の
ト
ー

伊
豆
大
島
復
興
支
援

サ
ッ
カ
ー
交
流
試
合

江
東
の
小
学
生
29
人
が
大
島
訪
問

江
東
セ
ン
タ
ー
で
サ
ッ
カ
ー

を
し
て
い
る
小
学
生
29
人
と
引

率
5
人
が
4
月
19
～
20
日
、
伊

豆
大
島
を
訪
れ
、
現
地
の
子
ど

も
た
ち
と
交
流
試
合
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
10
月
の

台
風
26
号
で
被
害
を
受
け
た
伊

豆
大
島
の
復
興
支
援
活
動
の
一

環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
。
す

で
に
2
月
に
は
大
島
の
小
学
生

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
「
大
島
マ
リ

ン
ズ
Ｆ
Ｃ
」
を
「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ワ

イ
ズ
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
大
会
」

に
招
待
し
ま
し
た
が
、
今
回
は

そ
の
〝
続
編
〟
と
し
て
江
東
セ

ン
タ
ー
の
子
ど
も
た
ち
が
大
島

を
訪
問
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
大
島
到
着

後
、
ま
ず
被
災
の
現
場
を
見

学
。
沢
沿
い
に
流
れ
出
た
土
石

流
が
町
中
に
押
し
寄
せ
、
い
ま

だ
に
つ
ぶ
れ
た
車
や
家
が
そ
の

ま
ま
に
な
っ
て
い
る
光
景
を
目

の
当
た
り
に
し
、
献
花
台
で
黙

祷
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
「
裏
砂
漠
」
と
い

わ
れ
る
火
山
噴
出
物
の
山
を
大

島
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
ハ

イ
キ
ン
グ
。
翌
日
に
サ
ッ
カ
ー

交
流
試
合
を
行
い
ま
し
た
。
2

月
に
は
「
緊
張
し
て
思
う
よ
う

に
プ
レ
ー
で
き
な
か
っ
た
」
と

言
っ
て
い
た
大
島
の
子
ど
も
た

ち
も
、
そ
の
後
練
習
を
積
ん
だ

と
の
こ
と
で
全
力
で
プ
レ
ー
し

て
い
ま
し
た
。

帰
路
に
つ
く
頃
に
は
す
っ
か

り
打
ち
解
け
、
全
員
が
桟
橋
に

来
て
船
を
見
送
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
今
後
も
こ
の
交
流
を
継
続

し
、
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

（
江
東
セ
ン
タ
ー

佐
藤
信
也
）

＊
今
回
の
活
動
は
、
「
伊
豆
大

島
台
風
災
害
支
援
募
金
」
よ
り

運
営
費
用
の
一
部
を
拠
出
い
た

し
ま
し
た
。

港では、大島の人たち全員でアーチ
を作り、見送ってくれました。→

4
月
26
日
（
土
）
か
ら
、

5
月
6
日
（
火
・
祝
）
に
か

け
て
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
石
巻
支
援

セ
ン
タ
ー
に
は
、
江
東
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
幼
稚
園
、
東
雲
第
二
学

童
ク
ラ
ブ
、
西
東
京
セ
ン
タ

ー
の
各
職
員
や
都
内
の
学
生

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
メ
ン
バ
ー
な
ど
、

計
15
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

訪
れ
ま
し
た
。
週
末
は
主
に

万
石
浦
・
渡
波
地
区
で
の
子

ど
も
居
場
所
づ
く
り
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
平
日
は
大
街
道
地
区

の
畑
復
旧
ワ
ー
ク
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
4
月
28
日

（
月
）
に
は
山
手
セ
ン
タ
ー

会
員
・
ワ
イ
ズ
メ
ン
・
職
員

ら
6
人
が
、
市
内
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
に
て
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
歌
の

広
場
を
開
催
し
ま
し
た
。

畑
の
復
旧
ワ
ー
ク
で
は
、

２
メ
ー
ト
ル
以
上
の
津
波
に

襲
わ
れ
た
地
区
の
、
個
人
の

畑
を
耕
す
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
畑
の
持
ち
主
の
Ｓ
さ
ん

は
1
階
天
井
部
分
ま
で
浸
水

し
た
自
宅
は
修
復
し
ま
し
た

が
、
畑
は
震
災
か
ら
3
年
間

全
く
手
つ
か
ず
の
状
態
で
し

た
。今

回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

は
、
伸
び
に
伸
び
た
畑
の
草

抜
き
を
し
、
鍬
や
耕
運
機
を

使
っ
て
土
を
耕
す
作
業
を
行

い
ま
し
た
。
畑
の
土
の
中
か

ら
は
、
か
つ
て
家
の
一
部
だ

っ
た
ガ
ラ
ス
や
木
片
、
ま

た
、
ス
プ
ー
ン
や
子
ど
も
の

お
も
ち
ゃ
等
の
生
活
用
品
が

大
量
に
掘
り
起
こ
さ
れ
ま
し

た
。近

隣
の
人
の
話
に
よ
れ

ば
、
震
災
後
か
つ
て
の
元
気

が
な
く
な
っ
て
い
た
Ｓ
さ
ん

で
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

畑
の
手
入
れ
を
し
て
い
た

ら
、
家
か
ら
出
て
き
て
若
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
農
機
具
の

使
い
方
を
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
連
休
で
遊
び

に
来
て
い
た
お
孫
さ
ん
と
、

楽
し
そ
う
に
花
壇
作
り
を
始

め
ら
れ
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期

間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
中

的
な
作
業
に
よ
り
、
か
つ
て

の
畑
の
ス
ペ
ー
ス
の
約
半
分

を
綺
麗
な
畑
と
し
て
再
生
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
Ｓ

さ
ん
は
「
一
度
塩
水
が
入
っ

た
か
ら
、
作
物
が
う
ま
く
育

つ
か
わ
か
ら
な
い
」
と
言
い

つ
つ
も
、
「
こ
の
夏
に
向
け

て
、
か
つ
て
の
よ
う
に
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
を
植
え
よ
う
と
思

い
ま
す
。
孫
が
お
じ
い
ち
ゃ

ん
の
畑
の
野
菜
を
ま
た
食
べ

た
い
と
言
っ
て
い
ま
す
か

ら
。
本
当
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん
の
お
か
げ
で
す
」
と
お

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

伊藤 剛士
ＹＭＣＡ石巻支援センター

18回にもわたるバングラデシュ奨

学基金コンサートの開催と多大なるご支援をいた

だき、心より感謝します。

バングラデシュは1971年、パキスタンとの内戦

の末に誕生した小さな国です。人口の32％が貧困

層から抜け出せず、40％が教育を受けられない開

発途上国です。皆様からいただく奨学基金コンサ

ートの収益金は、貧しいために学校に行けない子

どもたちのために使われます。中等教育の資格を

取得するＳＳＣ(Secondary School Certificate）

プログラムや、ＹＭＣＡが運営する国内10か所の

無料小学校、村の診療所の運営などに使われま

す。子どもたちは年間29ドル（約2900円）あれば

学校に通え、5ドル（約500円）あれば診療所の診

察を受けることができます。

高石ともや様、皆様、18年もの長い間バングラ

デシュ支援のためのコンサートを開催して下さり

本当にありがとうございます。今後も引き続き、

バングラデシュの子どもたちのためにご支援いた

だけますよう、よろしくお願い申し上げます。

支援に感謝して

バングラデシュＹＭＣＡ同盟
総主事

ニプン・サングマ

高石さんは70歳を過ぎた今も、フォ
ークシンガーとして、またアスリー
トとして活躍されている

ク
と
歌
声
に
聴
き
入
っ
た
。

今
年
は
コ
ン
サ
ー
ト
後
に
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
か

ら
の
お
礼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
紹

介
さ
れ
た
。
（
＝
左
枠
）

（
本
部
事
務
局
長

菅
谷
淳
）

【感謝】

キ
ャ
ン
プ
ソ
ン
グ
「
ズ
ン
ゴ
ロ
節
」

著
作
権
を
東
京
Ｙ
へ

「
青
い
空
の
下
に
は

白
い

雲
の
下
に
は

ぼ
く
た
ち
を
よ

ぶ

大
地
が
広
が
る
・
・
」
。

ご
存
知
の
方
も
多
い
こ
の
キ
ャ

ン
プ
ソ
ン
グ
「
ズ
ン
ゴ
ロ
節
」

は
、
１
９
７
７
年
に
、
東
京
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
職
員
だ
っ
た
淺
羽
俊
一

郎
さ
ん
が
作
詞
作
曲
し
た
も
の

で
、
今
で
は
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
み
な

ら
ず
キ
ャ
ン
プ
ソ
ン
グ
の
定
番

と
し
て
全
国
各
地
で
歌
わ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
度
、
淺
羽
さ
ん
よ
り
、

こ
の
歌
が
広
く
歌
わ
れ
続
け
て

き
た
こ
と
へ
の
感
謝
と
し
て
、

そ
の
著
作
権
を
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

に
譲
渡
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
曲
を
聴
く
と
、
キ
ャ
ン

プ
で
の
楽
し
い
記
憶
が
よ
み
が

え
る
と
い
う
方
も
多
い
は
ず
。

今
年
も
ま
た
多
く
の
青
少
年
が

大
自
然
の
中
で
こ
の
歌
を
歌

い
、
か
け
が
え
の
な
い
１
コ
マ

が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
感
謝
し
て
報
告
し
ま
す
。

（
広
報
室
）

卒
業
す
る
リ
ー
ダ
ー
に
感
謝

オ
ー
ル
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
「
送
る
会
」
開
催

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し

て
く
れ
た
学
生
た
ち
が
卒
業
す

る
に
あ
た
り
、
そ
の
貢
献
に
感

謝
し
て
、
「
第
1
回
東
京
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
卒
業
リ
ー
ダ
ー
を
送
る

会
」
を
、
４
月
29
日
に
山
手
セ

ン
タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。
卒
業

す
る
リ
ー
ダ
ー
20
人
の
他
、
現

役
リ
ー
ダ
ー
、
会
員
、
ス
タ
ッ

フ
な
ど
総
勢
40
人
が
参
加
。
第

一
部
の
感
謝
会
で
は
、
廣
田
光

司
総
主
事
か
ら
「
送
る
言
葉
」

と
と
も
に
一
人
ひ
と
り
に
感
謝

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

続
く
第
二
部
で
は
キ
ャ
ン
プ

ソ
ン
グ
を
歌
い
、
他
セ
ン
タ
ー

の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
と
も
交
流
を

深
め
、
卒
業
を
祝
い
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
様
子
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
収

め
て
、
後
日
リ
ー
ダ
ー
た
ち
へ

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
予
定
で
す
。

会
の
終
わ
り
に
は
リ
ー
ダ
ー
か

ら
、
「
社
会
人
に
な
っ
て
も
、

活
動
で
得
た
貴
重
な
経
験
を
活

か
し
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
。

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
の
た
く
さ
ん
の
出

会
い
を
、
卒
業
後
も
大
切
に

し
、
今
後
も
か
か
わ
り
を
も
っ

て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。
（
西
東
京
セ
ン
タ
ー

鳩
山
徹
郎
）
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「
広
い
意
味
で
の
人
間
の
幸
福

を
つ
く
る
営
み
を
、
地
域
住
民
自

ら
が
考
え
て
い
く
時
が
や
っ
て
き

て
い
ま
す
。
今
ま
で
は
す
べ
て

（
お
上
）
＝
公
が
や
っ
て
く
れ
て

い
た
。
し
か
し
、
極
め
て
実
際
的

で
日
常
的
な
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
、

市
民
自
ら
が
解
決
し
て
い
く
時
代

が
否
応
な
く
や
っ
て
き
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
」
（
稲

垣
久
和
著
「
改
憲
問
題
と
キ
リ
ス

ト
教
」
よ
り
）

戦
争
の
放
棄
を
定
め
た
憲
法
９

条
が
「
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
」
へ
の

推
薦
を
受
理
さ
れ
ま
し
た
。
10
月

に
は
受
賞
の
有
無
が
決
定
す
る
わ

け
で
す
が
、
今
回
の
受
理
は
日
本

の
誇
る
憲
法
が
世
界
に
認
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
の
証
で
し
ょ
う
。

５
月
３
日
は
憲
法
記
念
日
で

す
。
大
型
連
休
で
世
の
中
は
平
和

気
分
で
す
が
、
東
京
基
督
教
大
学

の
稲
垣
教
授
は
著
書
の
中
で
改
憲

の
危
機
を
訴
え
て
い
ま
す
。
現
行

憲
法
と
２
０
１
２
年
に
自
民
党
か

ら
出
さ
れ
た
「
改
憲
草
案
」
と
を

比
較
し
つ
つ
、
特
に
９
条
と
共
に

21
条
の
結
社
の
自
由
、
及
び
削
除

が
提
案
さ
れ
て
い
る
97
条
「
基
本

的
人
権
」
に
関
し
て
、
キ
リ
ス
ト

者
の
立
場
か
ら
警
告
を
発
し
て
い

ま
す
。
稲
垣
氏
は
「
公
共
の
福

祉
」
が
「
公
益
及
び
公
の
秩
序
」

に
変
更
し
て
い
る
点
に
注
目
し
て

い
ま
す
。
「
市
民
の
た
め
の
国
」

か
ら
「
国
の
た
め
の
国
民
へ
」
の

転
換
で
す
。
民
主
主
義
が
変
わ
っ

て
し
ま
う
危
機
感
が
あ
り
ま
す
。

世
界
か
ら
尊
敬
さ
れ
る
国
の
立

場
を
放
棄
す
る
と
自
国
が
直
接
攻

撃
さ
れ
る
こ
と
も
現
実
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
平
和
は
尊
敬
・

尊
重
し
合
う
中
で
生
ま
れ
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
力
を
誇
示
・
行
使

す
る
こ
と
で
平
和
は
実
現
し
な
い

こ
と
を
9
・
11
の
事
件
が
証
明
し

て
い
ま
す
。

闇
に
打
ち
勝
つ
の
は
光
だ
け
で

す
。

（
総
主
事

廣
田
光
司
）

改
憲
問
題
と
民
主
主
義

す
べ
て
の
人
を
一
つ
に
し
て
く
だ
さ
い

村
岡
花
子
が
戦
時
中
に
訳
し
終

え
て
い
た
『
赤
毛
の
ア
ン
』
を
世

に
出
し
て
好
評
を
得
た
の
は
１
９

５
２
年
初
夏
で
あ
る
。
そ
の
評
判

の
作
家
村
岡
花
子
を
母
親
に
見
立

て
た
集
会
を
持
っ
た
。
１
９
５
６

年
秋
の
少
年
部
主
催
公
開
討
論
会

《
十
代
の
眼
・
大
人
の
眼
》
で
あ

る
。
駿
河
台
の
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
講
堂
を

会
場
と
し
た
。
そ
の
前
年
秋
に

は
、
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
創
立
70
周
年

記
念
週
間
で
、
少
年
部
は
都
内
少

年
少
女
団
体
交
歓
会
を
開
い
て

「
十
代
の
意
見
」
を
聴
き
合
っ
て

い
た
。

連
合
国
軍
に
よ
る
日
本
国
占
領

が
終
わ
っ
て
３
年
経
ち
、
誰
も
が

新
た
な
時
代
を
望
み
見
て
い
た
。

「
僕
た
ち
も
自
身
の
立
場
や
責
任

を
よ
く
知
っ
て
い
る
、
だ
か
ら
大

人
た
ち
が
本
気
で
相
談
相
手
に
な

っ
て
ほ
し
い
」
「
受
験
だ
け
が
目

的
の
勉
強
に
意
味
の
な
い
こ
と
を

知
っ
て
い
る
」
と
訴
え
る
。
「
新

し
い
時
代
に
生
き
る
少
年
た
ち

は
、
今
あ
る
大
人
た
ち
の
若
き
時

代
と
は
ち
が
っ
た
感
覚
と
テ
ン
ポ

で
生
き
て
い
る
」
と
少
年
部
主
事

は
機
関
紙
『
東
京
青
年
』
論
壇
に

書
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。

会
場
壇
上
に
は
、
少
年
部
の
高

校
生
猪
俣
稔
と
中
学
生
鷹
取
正
豪

が
着
い
た
。
東
京
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
中
高

部
か
ら
も
着
席
し
た
。
父
親
役
に

は
子
息
が
少
年
部
会
員
の
、
東
京

Ｙ
会
員
笈
川
一
を
充
て
た
。
母
親

役
に
は
す
ぐ
に
思
い
つ
い
て
村
岡

花
子
を
招
い
た
。
軍
事
優
先
の
殺

伐
と
し
た
時
代
を
少
年
と
し
て
生

き
て
い
た
私
の
心
の
隅
に
、
当
時

の
ラ
ジ
オ
番
組
で
聞
い
て
い
た
彼

女
の
静
か
な
声
は
沈
潜
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
記
憶
の
底
に
深
く
沈

ん
で
は
い
た
が
、
あ
の
「
ご
き
げ

ん
よ
う
。
さ
よ
う
な
ら
」
が
自
然

と
甦
っ
て
、
や
わ
ら
か
い
響
き
の

声
の
主
と
ご
対
面
と
な
っ
た
。

私
の
母
親
が
い
つ
も
そ
う
で
あ

っ
た
よ
う
に
、
和
服
姿
で
来
ら
れ

た
。
十
代
に
は
十
代
の
眼
が
あ

る
。
言
葉
が
あ
る
。
村
岡
花
子
は

自
身
の
少
女
時
代
と
は
天
地
が
異

な
る
新
時
代
の
若
い
声
を
微
笑
み

な
が
ら
聴
い
て
く
れ
た
。
同
じ
時

代
を
生
き
る
者
と
し
て
、
暖
か
い

愛
情
と
信
頼
が
大
事
だ
と
諭
し
て

く
れ
た
。
さ
て
、
互
い
に
聴
き
あ

え
る
時
間
が
、
今
は
ど
こ
に
あ
る

の
で
あ
ろ
う
か
。

村岡花子を、
母親に見立てて

個
性
を
生
か
す
高
校
と
し
て

昨
年
12
月
に
新
規
開
校
し
た

通
信
制
高
校
サ
ポ
ー
ト
校
「
東

京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
高
等
学
院
」
は
、

4
月
に
も
入
学
者
を
迎
え
、
総

勢
９
人
が
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰

囲
気
の
中
で
学
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
学
校
は
、
大
阪
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

の
通
信
制
高
校
「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
学

院
高
等
学
校
」
を
本
校
と
す
る

サ
ポ
ー
ト
校
で
、
単
位
認
定
は

大
阪
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
行
い
、
東
京

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
レ
ポ
ー
ト
作
成
な

ど
日
ご
ろ
の
学
習
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
も
の
で
す
。
登
校
日
数
も

週
1
日
～
５
日
の
中
で
自
分
で

選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
授
業
は
、

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
得
意
と
す
る
体
験

学
習
や
、
福
祉
、
保
育
、
ウ
エ

ル
ネ
ス
、
多
文
化
共
生
な
ど
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
お
り
、

希
望
者
は
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。生

徒
は
大
変
個
性
的
で
、
社

会
人
経
験
の
あ
る
方
や
、
他
の

高
校
か
ら
転
校
し
て
き
た
生
徒

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
経
歴
や
特

色
を
も
っ
て
い
ま
す
。
当
校

は
、
「
み
ん
な
違
っ
て
、
み
ん

な
い
い
」
と
自
信
を
も
っ
て
言

え
る
学
校
を
目
指
し
て
お
り
、

一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
す
ば
ら

し
さ
が
引
き
出
さ
れ
る
よ
う
な

環
境
を
提
供
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

（
高
等
学
院

井
口
真
）

ＴＯＰＩＣＳ トピックス

新設「芝浦学童クラブ」

社会体育･保育／医療福祉専門学校

文部科学省によって今年新設された

「職業実践専門課程」は、専門学校の

職業教育の水準の維持向上を目的とし

て作られた認定制度です。企業等と連

携して学校評価・カリキュラム編成を

行い実技・実習を実施していること

や、教員の研修を組織的に行っている

ことなどが要件とされています。

この度、東京ＹＭＣＡの以下の4つの

学科がこの課程に認定されました。

【東京ＹＭＣＡ社会体育･保育専門学校】

◆社会体育専門課程

・スポーツトレーナー科

・スポーツインストラクター科

【東京ＹＭＣＡ医療福祉専門学校】

◆社会福祉専門課程 介護福祉科

◆医療専門課程 作業療法学科

いずれも4月には多数の新入学生を迎

え、社会体育・保育専門学校は総計355

人、医療福祉専門学校では197人がそれ

ぞれの目的に向かって励んでいます。

4月に30人が入学し、総勢66人が日本語を学んで

います。出身国はベトナムが多く、続いて中国、ネ

パール、モンゴル、スリランカ、台湾、韓国、イギ

リス、アメリカ、インドネシアの10ヶ国。留学ビザ

を取得して入学した学生だけでなく、配偶者ビザや

短期滞在などのビザで来日した学生もいます。日本

語を学ぶ目的も「将来母国の日系企業で働きたい」

「日本で生活するため」などさまざまです。

まだ日本語でのコミュニケーションも難しい状態

ですが、多文化が共存する学校の中で、広い視野を

養い、人間的にも成長していって欲しいと思いま

す。 （にほんご学院 小野実）

にほんご学院

国籍さまざま 66人が勉強中

3月、東京ＹＭ

ＣＡが指定管理

者として運営し

ている「港区立

芝浦アイランド

児童高齢者交流

プ ラ ザ （ 通 称

「あいぷら」）

内の学童クラブ

に、定員を大幅に上回る入所希望者があり、港

区は急きょ、学童クラブを新設。東京ＹＭＣＡ

がその運営を担うこととなりました。ＪＲ田町

駅から徒歩10分というビジネス街にあります

が、マンションも次々と建設され、人口が増え

続けている地域です。名称は「港区立芝浦学童

クラブ」。「あいぷら」から徒歩5分ほどにあ

り、4月1日から33人の小学生が通っています。

広い保育室では、荷物の搬入に使われた大き

な段ボールを使って家や迷路を作るなど、子ど

もたちは自由な発想の中で、遊びを展開してい

ます。公園に出かけるなど外出も多く取り入

れ、あいぷらのプログラムに参加するなど、連

携しながら運営をしています。

（芝浦学童クラブ 江尻明子）

聖
路
加
病
院
に

貼
り
絵
展
示

子
ど
も
の
共
同
作
品
「
い
の
ち
を
吹
き
込
む
」

「
聖
路
加
国
際
病
院
・
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
ぐ
う
ぐ
う
キ
ャ
ン
プ
」
で

昨
年
９
月
に
子
ど
も
た
ち
が
製

作
し
た
貼
り
絵
が
、
５
月
12
～

24
日
、
聖
路
加
国
際
病
院
内
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
絵
の
テ
ー
マ
は
「
い
の

ち
を
吹
き
込
む
」
。
模
造
紙
３

枚
分
ほ
ど
の
大
き
な
紙
に
、
手

作
り
の
色
紙
を
ち
ぎ
っ
て
作
っ

た
も
の
で
、
空
、
陸
、
海
や
生

き
物
が
躍
動
的
に
表
現
さ
れ
て

い
ま
す
。
製
作
し
た
の
は
、
聖

路
加
国
際
病
院
の
形
成
外
科
・

松
井
瑞
子
医
師
の
患
者
で
あ
る

子
ど
も
た
ち
約
20
人
で
、
昨
年

９
月
に
山
中
湖
セ
ン
タ
ー
で
行

っ
た
キ
ャ
ン
プ
期
間
中
に
、
ア

ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
堀
木
一

男
氏
を
招
き
、
指
導
い
た
だ
き

な
が
ら
製
作
し
ま
し
た
。

こ
の
「
ぐ
う
ぐ
う
」
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
主

催
し
、
聖
路
加
国
際
病
院
が
共

催
、
ビ
ザ
・
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド

・
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
の
協
賛

に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、
キ

ャ
ン
プ
だ
け
で
な
く
、
プ
ロ
選

手
を
招
い
て
の
「
フ
ッ
ト
サ

ル
」
や
「
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
」
な
ど
年
間
を
通
じ
て
開
催

し
て
い
ま
す
。

聖路加国際病院の渡り廊下に設置されたギャラリー。巾
２ｍほどもある貼り絵が４点と、製作の様子を紹介した
ポスターが展示されている。

高等学院

↑
国
際
ホ
テ
ル
専
門
学
校
と
に
ほ
ん
ご

学
院
合
同
の
球
技
大
会
で

↑
村
岡
花
子
さ
ん
（
左
）
と
齊
藤

實
氏

←
入
学
礼
拝
で
は
、
在
校
生
が

奏
楽
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
職
業
実
践
専
門
課
程
」
に
認
定

地域のニーズに応えて
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